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節
分
に
１
日
お
く
れ
の
２
月

３
日
立
春
の
日
、
大
蔵
第
３
地

区
社
協
は
勝
田
神
社
で
節
分
祭

を
催
し
た
。
今
年
は
大
蔵
小
学

校
の
１
・
２
年
生
、
若
竹
学
級

の
６２
名
、
５
名
の
先
生
が
参
加

し
た
。 

 

祭
事
が
終
わ
る
と
、
ま
ず
２

年
生
、
続
い
て
１
年
生
、
若
竹

学
級
が
拝
殿
に
。
そ
こ
へ
突
然
、

節
分
祭
、
児
童
の
豆
に
鬼
退
散
！  

令
和
７
年
４
月
２０
日 

大
蔵
市
民

セ
ン
タ
ー
で
区
会
・
社
協
理
事
の
出

席
、
及
び
来
賓
と
し
て
森
野
大
蔵
一

区
会
長
・
毛
利
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長

の
臨
席
で
令
和
７
年
度
合
同
総
会
が

行
わ
れ
た
。
総
会
は
西
村
大
蔵
三
区

会
長
・
来
賓
の
挨
拶
に
続
い
て
議
事

に
従
っ
て
各
部
門
の
令
和
６
年
度
活

動
実
績
と
令
和
７
年
度
活
動
計
画
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。 

 

す
べ
て
の
議
事
終
了
後
、
新
任
町

会
長
な
ど
を
交
え
今
後
の
世
代
交
代

な
ど
の
活
動
方
針
を
話
し
合
っ
た
。 

令和７年度合同総会開催 

西村会長と来賓 

勝田神社での豆まき風景 

赤
鬼
・
青
鬼
が
闖
入
。
驚
い
た
子
ど

も
た
ち
は
、
逃
げ
回
り
な
が
ら
も
豆

を
拾
い
必
死
で
投
げ
つ
け
、
修
羅
場

に
子
ど
も
た
ち
の
喚
声
が
勝
田
の
森

に
こ
だ
ま
し
た
。 

 

先
生
方
の
話
で
は
、
お
お
む
ね

「
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
か

っ
た
よ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
「
楽
し

か
っ
た
」
、「
来
年
も
来
た
い
」
、「
怖

か
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。 

 
児
童
に
は
豆
と
マ
フ
ィ
ン
が
お
土

産
に
配
ら
れ
た
。 

大蔵川クリーン作戦 令和７年 4月 26 日 
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令
和
６
年
の
春
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
弱
ま

り
、
住
民
が
浮
遊
化
し
共
生
社
会
を
失

い
つ
つ
あ
る
と
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。

 

私
た
ち
の
大
蔵
第
３
区
は
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
５
月
に
は
「
肉
ま
ん
大

会
」
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
通
じ
て
地

域
の
老
若
男
女
、
地
域
外
の
学
生
や
社

会
人
、
更
に
子
ど
も
た
ち
も
巻
き
込
ん

で
共
生
社
会
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
取

り
組
ん
だ
。
何
回
か
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を

役 

員 

紹 

介 

大
蔵
第
三
自
治
区
会 

会 

長 
 
 

西
村 

勤 

副
会
長 

 
 

福
永 

秀
機 

会 

計 
 
 

岡
松 

博 

書 

記 
 
 

野
田 

英
成 

会
計
監
査 

 

中
原 

雅
美 

会
計
監
査 

 

脇
川 

佳
子 

顧
問
・
社
協
兼
務 

 
 

日
高 

一
宇 

 

大
蔵
第
三
地
区 

 
 
 

社
会
福
祉
協
議
会 

会 

長 
 
 

西
村 

勤 

副
会
長 

 
 

日
高 

知
子 

副
会
長 

 
 

白
石 

元
治 

会 

計 
 
 

斉
藤 

健
一 

事
務
局
長 

 

牧 
 

芳
夫 

会
計
監
査 

 

土
橋 

荘
七 

会
計
監
査 

 

秀
島
万
里
子 

 

区
会
・
社
協
共
通
部
会 

総
務
部
会
長 

友
成 

康
裕 

環
境
部
会
長 

松
永 

秀
樹 

防
犯
・
防
災
部
会
長 

 
 

 
 

 
 

福
永 

秀
機 

福
祉
部
・
ふ
れ
あ
い
部
会
長 

 

佐
野 

正
彦 

重
ね
、
１１
月
に
は
「
お
お
く
ら
っ

子
土
曜
学
級
」
と
コ
ラ
ボ
、
つ
い

に
「
肉
ま
ん
」
大
会
を
成
功
さ
せ

た
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
１２
月
の
子
ど

も
餅
つ
き
大
会
に
つ
な
が
り
、
九

国
大
学
生
、
ネ
パ
ー
ル
留
学
生
、

子
ど
も
、
保
護
者
と
の
間
に
大
き

な
絆
を
築
き
つ
つ
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
２
月
１８
日
、
総
仕
上

げ
に
社
協
理
事
、
児
童
委
員
、
保

護
者
、
河
内
地
区
の
体
育
委
員
、

高
校
生
の
８
人
で
肉
ま
ん
４８
個

を
つ
く
っ
た
。 

お
り
し
も
こ
の
日
、
自
治
区

会
・
社
協
の
合
同
会
議
。
参
加
す

る
人
々
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
お
い

し
い
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞

か
れ
た
。
共
生
の
意
味
を
感
じ
た

ひ
と
時
だ
っ
た
。 

 

 

大
蔵
ま
ち
協
主
催
の
徘
徊
模
擬

訓
練
は
か
れ
こ
れ
１０
年
ほ
ど
に
な

ろ
う
か
。
今
回
は
４
班
に
分
か
れ
て

そ
れ
ら
し
き
人
を
見
て
声
掛
け
を
す

る
趣
向
。 

 

各
班
大
人
も
子
ど
も
も
ゼ
ッ
ケ
ン

を
つ
け
て
公
園
等
を
歩
く
。
祝
町
コ

ー
ス
で
は
民
家
の
玄
関
先
に
そ
れ
ら

し
き
人
が
立
っ
て
い
た
。
子
ど
も
が

尋
ね
る
。
「
お
じ
ち
ゃ
ん
何
し
て
る

の
？
」「
私
、
週
三
休
。
中
国
に
帰

る
の
こ
と
よ
。
こ
こ
分
か
ら
な
い
」

大
人
が
す
か
さ
ず
「
お
じ
ち
ゃ
ん
、

セ
ン
タ
ー
で
休
も
う
よ
。
お
茶
も
あ

る
よ
」 

 

セ
ン
タ
ー
で
の
感
想
発
表
で
は
多

く
の
人
が
発
言
、
今
回
は
エ
リ
ア
外

か
ら
看
護
師
、
看
護
学
生
も
参
加

し
、
地
域
看
護
、
緊
急
搬
送
の
上
で

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 

行
政
か
ら
参
加
し
た
一
人
は
「
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
勇
気

を
も
っ
て
声
か
け
よ
う
」
と
発
言
し

た
。 

「
肉
ま
ん
」
大
会 

認
知
症
徘
徊
模
擬
訓
練 


